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２ 送配水過程では
　　● 工を法方水配送。すまれらけ届にともの様客おてし由経を塔水配や場水給、は水たしにいれきで場水浄 

夫することで、送配水に使う電力の削減に取り組んでいます。
　　● 水道管の工事では振動・騒音が発生するほか、地面を掘り起こすとアスファルトや土などの建設副産物

が生じます。水道局では副産物を削減できる工法を採用したり、建設発生土のリサイクルに取り組んだ
りしています。

（1）自然流下系を活用した送配水
 　 　送配水のためのポンプ運転にかかる電気使用量を削減するため、配水系統について検討を行い、可能な限り
自然の高低差を利用した送配水を行っています。この取り組みの結果、平成22年度は678.8千kＷｈの電気使
用量を減らし、CO2を約260.7ｔ削減できました。

（4）鉛給水管の引抜き工法の採用
新らか度年71成平、がすまいてし進推を業事新更管水給鉛めたの給供の水道水な質良で全安りよはで局道水　 　 

工法として「鉛給水管引抜き工法」を採用しています。
減縮の用費事工、がすまいてし用採に事工の等所場いなの響影に管設埋の他、で路道い広の幅は法工新のこ　 　 

や断水時間・交通規制時間の短縮が図れるとともに、舗装面積が従来の開削工法に比べて約半分となることか
ら、建設副産物を減量（約60％程度）することができる環境にやさしい工法です。

（2）水道管埋設工事等の建設発生土のリサイクル
るいでん含く多を分水、は土たしこ起り掘に際の事工　 　 

など大部分はそのままでは埋め戻しに適しません。そこ
で、土質改良工場で再資源化し、掘削した道路の埋め戻
しに有効活用しています。平成22年度は、83,214㎥
（発生土全体の77.8％）を循環的に利用しました。

（3）配水管の浅層埋設
の来従をり被土の際るす設埋を管水配に規新、在現　 　 

1.2mから0.8mにしています。これにより、埋設工事
の際の建設発生土量を削減することができ、平成22年
度は従来工法と比べ2,890㎥削減できました。

【土質改良工場】


